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　　A．はじめに

　　図書館や情報センター等においては，記録情報ないし

　情報メディアを選択，収集し，利用のためにこれらを処

理，蓄積し，究極においては利用者にこれらを提供する

　が，これら各種の情報処理機関の経営管理の学科目は，

特定のタイプの機関のみにかかわらない，原理的，かつ

共通する問題をあつかう基礎的科目と，主として各種の

工種別にその特性を論ずる各論的科目とに大別すること

　ができる。

　基礎的な科目としては，「情報システム概説」と「情

報システム経営」の2科目がおかれていて，どちらも年

間科目であるが，前者は第2学年において必修すべきも

「ので4単位が配当され，後者は第3学年の必修科目で2

単位の科目である。

　米国で図書館管理の科目の内容が，初期のころ，どの

ようなものであったかという点について，ウェスタン・

オンタリオ大学の図書館情報学科の前主任教授Andrew

D．Osbornは次のように述べている。

　“Margaret　Mann女史によれば，女史が学び，か

つ，教えたこともあるArmour　Instituteにおいて

は，いかめしい髪をはやした紳士が，・手に箒を持っ

て，図書館の床をどのように掃くべきかをクラスで実

際にやって見せたということである。同女史はそれが

どんなふうに行なわれたかを，ミシガン大学の図書館

学科の学生たちに，とてもうまく真似してみせたもの

本稿は本誌11号（1973年）に収載した「慶懸義塾大学図書館・情報学科のカリキュラムの現状」の後半部分である。
This　is　a　latter　part　of　the　article　appeared　under　the　identical　title　in　the　no．　11　（1973）　of　the　Library

and　information　science．

一　275　一・



三鷹義塾大学図書館・情報学科のカリキュラムの現状

であった。初期に，アメリカの図書工学科で，図書館

管理がどのように教えられていたかということが，こ

の例からよくわかる。第2期になると，さすがに箒

は見られなくなったが，当時のコロンビア大学図書館

学科の学士課程の図書館経営管理Qシラバス〔1943年〕

を見ると，依然として，図書館の床を清掃する材料に

ついてクラス討議することが，ひとつのトピックと

なっていた。その当時のシラバスには次のように書い

てある：‘もしいろいろな家事的な知識がなければ，

そしてもし，例えば，屋根や家具や燃料や床や雑巾な

どについて，いくらか知識を持っていなければ，図書

館員として途方に暮れてしまうであろう’。　さて，第

3期に入って，われわれは，どれだけ進歩したであろ

うか？　経営管理の科目は他の科目にうまく納まらな

い家事的なことも含めたガラクタ入れであろうか？

それとも，大学院レベルの企業経営の科目における如

く，学生が，企業活動の計画を樹立し意志決定を行な

う技術を洞察するための識見を学ぶのと全く同様な科

目であるべきであろうか？”1）

　図書館学科が本紙大学に開設された当時の図書館経営

管理の科目は，Osborn教授のいう第2期から第3期目

移行する過渡期的な授業内容を持っていたということが

できよう。それは，主として公共図書館を主たる対象と

した科目であって，図書館組織，人事，財政の他は，図

書館活動をオペレーショナルに説明するのが大部分であ

った。その他に，　「学校図書館」という科目の中でも，

管理運用ということが講ぜられたが，これも主として，

オペレーショナルな見地から講述されていた。

　1957年の前期にエモリー大学図書館長Lyle教授が

訪問教授として来日したが，このとき担当した科目が，

「図書館管理」と「大学図書館」の2科目で，わが国で

大学図書館という科目が開講された最初のことであっ

た。

　1962年にかなり大幅なカリキュラム改訂が行なわれ，

・「図書館経営学」，　「公共図書館」，　「大学図書館」，「専

門図書館」，「学校図書館」という経営管理関係の学科目

が常設の科目として設置されることになった。このう

ち，　「専門図書館」と「学校図書館」以外は必修で，そ

れぞれ，半年2単位が配当された。2）ちなみに，1962年

にほ，ワシントン大学医学図書館長Brodman博士が訪

問教授として来日したが，同博士が，「専門図書館」の

コースを教えるに際し，システム分析の手法を導入した

ことは，特筆すべきことであろう。

　その後，学科名が図書館・情報学科となった1968年

に，大学院課程のカリキュラムと合致するように，カリ

キュラムの改訂が再び行なわれたが，その結果，「図書

館経営学」は「情報システム論」と改称された。これは

単に名称が変ったばかりでなく，システム・アプローチ

をとりいれ，内容も大幅に変更されるようになったが，

同時に，大学，専門，公共，学校の各館種別図書館管理

の科目も，それぞれ「図書館・情報システム管理1，1［，

皿，IV」と名称が変更された。3）

　さらに，1972年から実施された改訂カリキュラムに

おいては，「情報システム論」は大幅に拡張されて，

「情報システム概説」と「情報システム経営」の2科目

となり，各館種別の管理の科目も「情報システム管理

1，1［，皿，IV，　V，　VI」とその枠を拡大するに至った。

これら管理科目のうち，「V」は児童図書館に関する科

目であり，「W」は現在，休講になっているが，情報ネッ

トワークに関する科目として，予定されたものであっ

た。4）

　ここで情報ネットワークとは，UNISISTやCODATA

な：どに代表される全地球的（910ba1）な規模のもの，

INSPECやMEDLARSなどの多国間（internationa1）

を結ぶもの，およびわが国のNIST構想のような一国

内における総合的（nationa1）な情報流通網などを意味

している。

　以上本学科の情報システム経営管理系列のカリキュラ

ムの改訂を通覧して気がつく大きな変化は，“図書館”を

“情報システム”と置き換えていることである。　このこ

とは“図書”が“資料”といい換えられたことよりも，

“分類・目録”が“組織”に変ったことよりも，もっと

大きな変化のように考えられる。

　また，システム系列の科目群と他の科目群との関係に

ついて一言しておきたい。

　長沢5）は図書館・情報学の教育内容と系列について論

じ“図書館・情報学は図書館という情報システムにおけ

る情報処理の過程の研究を主要目的としている…，”と

し，情報処理の各過程において主要な処理対象となる資

料を資料系列として一括し，さらに，収集から蓄積までを

中心とする一連の過程を組織系列としてまとめ，検索か

ら配布，利用までの過程をまとめて探索系列と呼んでい

る。さらに，彼がとりあげた各過程は，“図書館を一つの

システムとみなすならば，そのサブシステムとみること

ができる。したがって，利用者をも含めた図書館総体と
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してのシステムの有効な機能を発揮させるためには，個

別的なサブシステムだけでなく，それら相互のあいだの

密接な機能連関を考慮しなければならない。　したがっ

て，社会的文脈その他，スーパーシステムにおける図書

館システムの役割を明らかにする見地から，図書館の構

成，評価にかかわるシステム系列をまとめることができ

る”とした。したがって“図書館・情報学の内容は，資

料系列，組織系列，探索系列とシステム系列の四つに大

別することができ……”，さらに，これらの“系列間を

貫いて総合的・体系的に調整するために”基礎科目群と

よばれる幾つかの科目を設ける必要があるとした。以上

の結果を簡単な一覧図にすれば第1図の通りである。

資　　料　　系　　列

組　　織　　系　　列

探　　索　　系　　列

シス　テム系列

第1図　科目系列の関連（長沢による）

　小林6）は，資料組織系列の位置について論じた際に，

“資料組織化とは‘資料に関する情報の伝達のためのフォ

ーマット’にかかわるもの”と考え，資料の“情報伝達の

面をよりダイナミックにとらえるならば，当然システム

系の問題となる。……資料組織もこの立場から見れば，

そのための一つのシステム（サブシステム）であり，視

点および方法面の差は明瞭である。もちろん，資料組織

系自体をシステムとして攻究することはシステム系の見

方であり，逆に資料組織系としてはシステム的検証に耐

えるものを作り上げなければならない。この意味におい

て，両者の補完的関係が明らかとなる，”として，総合

資料系列 資料組織系列

した結果を第2図のように図式化してその関係を表現し

た。

　システムを分析する際に，構成要素（components）の

性格から，実体（entities）と処理（processes）とに区

分することができるが，その意味からいうと，資料とい

うentitiesも，組織や探索というprocessesも，情報

システムの構成要素であり，対応関係というより，部分

と全体との関係にあると考えたほうがよさそうである。

その意味では四つの系列の関連を第3図のように表現す

ることも可能であろう。

× ／
システム系列

i
情報探索系列

第2図科目系列の関連（小林による）

第3図　科目系列の関連

　B．情報システム基礎論

　情報システム基礎論のコースは2科目に分かれ，第1

の科目は「情報システム概説」と呼ばれ，第2学年の必修

科目の一つである。第2のものは「情報システム経営」

という科目名で，第3学年の必修科目である。「情報シ

ステム概説」および「情報システム経営」において対象

とする情報システムは，図書館ないしは情報センターを

含んだ広い意味の記録情報シkテムである。

　情報システムを研究の対象とした場合，システムの機

能を二つに分けて考えることが可能である。一つはシス

テムのオペレーショナルな機能を研究の対象とするもの

であり，他はそのようにシステムがオペレートするよう

に計画し，意志決定を行ない，かつ，計画通りオペレー

ションが行なわれているかどうかをフィードバックによ

ってコントロールする経営管理の機能を研究の対象とす

るものである。

　記録情報システムの行なうオペレーションを分析する

には，いろいろな技法が案出されている。また，記録情

報システムが，個有の目的・目標を達成しうるために

は，システム分析によって得られたデータを基礎とし

て，新しいシステムを設計する能力が必要とされる。

　このような意図のもとに，第1の科目，「情報システ

ム概説」では，情報システムの機能を分析するために必
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要な基礎的な知識を主として身につけることを目指し，

第2の科目，「情報システム経営」においては，分析の

結果得られるデータをどのように評価し，また，それら

をどのように使って経営管理のためのシステムが設計さ

れるかということを究明しようとするものである。

　別のいい方をすれば「情報システム概説」においては，

記録情報システムのオペレーションを理解するための原

理的な問題とオペレーションとその分析手法の解明とに

重点がおかれ，「情報システム経営」では，システムの

オペレーションに関するデータをどのようにコントロー

ルし，かつ，どのようにして新しい計画やデシジョンを

生み出していくかと）・う経営管理のプロセスとその手法

に重点がおかれている。　このシステム全体のプロセス

は，第4図に示したような関係にあると考えられるが，

「情報システム概説」においては，主として，第4図a

にかかわる問題をあつかい，「情報システム経営」にお

いては，同図bと。とにかかわる問題をあつかっている。

とである。従って，できるだけ将来自己啓発が可能なよ

うに，新しい知識を自分のものとするための手段を習得

させることに重点が置かれている。　　（沢本孝久）
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第4図　システム全体のプロセス

　“すぐれた経営者は生れつきのものであって，教育さ

れて作られるものではない。”ということが昔からいわれ

てきた。確かに，経営者というものが，大学で経営管理

の講義のいくつかを履修することによって育成されるか

どうかは疑わしい。この情報システムの基礎科目におい

ても，各論の科目においても，図書館の経営管理者を教

育養成することを主目標としているものではない。むし

ろ，経営管理のシステムとオペレーショナル・システム

とがどのようにかかわり合っているかを正しく理解する

ことを主たる目標としていると見るべきであろう。正し

い目で経営情報システムを見ることができる人たちの中

から，さらに経験と知識とを積み重ねることによって，

はじめてすぐれた経営管理者が生まれてくると考える。

　これらの科目を通じていえることは，すべての既知の

知識を限られた時間内に教えることはできないというこ

　A．日　的

　記録情報を処理するシステムー図書館，情報セン

ター等も含まれる　　のシステム特性を明らかにし，オ

ペレーショナルな機能を説明すると同時に，このような

システムを解明するためのシステム分析の手法を解説

し，さらに，システム評価およびシステム設計について

の理解を持たせることを目的とする。

　B．アプローチと授業方法

　システム・アプローチをできるだけ理解させたいと心

掛けている。この科目が必修科目であるので履修者数が

多いため，授業は主として講義によって進める形態をと

らざるを得ない。学生とのコミュニケーションを目的と

してquiz方式の質問を与え，あるトピックについてど

の程度の知識ないし理解を学生がもっているかを知り，

授業上の参考に供レている。システム分析の手法のう

ち，数量的取扱いを要する問題は，できるだけ，グラフ

等によって理解を助けるよう心掛け，数式をなるたけ使

用しない方針である。

　年間授業であるので，中間テストと年末の試験を行な

っているが，この他に，リポートを1－2回提出させてい

る。講義でカバーしきれない分については，できるだけ，

原著論文を読むように，リーディング・アサインメント
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を課する他，適当な日本語の論文があればそのリーディ

ングも要求している。

　C．授業内容

　この科目は，この系列の他の科目の基礎をなすもので

あると同時に，他の系列の科目で履修する各種のオペレ

ーションに関する理解を基にして考察する場合も多いの

で，第2学年の科目としては幾多の困難がある。従っ

て，学年の始めには，情報とかシステムに関する一般的

原理・原則的な問題をできるだけ取り上げ，後半以後に

おいて情報システム，中でも図書館とか情報センターの

固有の問題を応用問題として取扱かうようにしている。

　この科目の概要は次の通りである。

1．　情報の概念

2．　情報量と情報量に係わる法則

3．　システムの概念と一般システム理論

4．　情報システム

　a）情報システムの構成要素

　b）　情報システムの構造

　C）　情報システムの機能

5．　コンピョ・一…一・タとその機能

6．　情報システム分析

a）

b）

1）

2）

3）

4）

5）

システム分析の意義

システム分析の方法

記述法

チャート法

統計・計量法

グラフ法

その他の手法

7．情報システムのオペレーションとその分析方法

8．情報システムの分析データの評価

　a）　システム評価の意義

　b）　システム評価のデータの利用

9．情報システム設計

　a）　情報システム設計の意義

　b）　情報システム設計の方法

10．情報システムのもつ管理サブシステム

11．　情報システムの烹ットワーク

　この科目以外にも，情報の概念にふれる科目は多いが

（例えば，「図書館・情報学概論」，　「参考調査法」等），

学生が教えられるのは一般に定義的なものである。この

概念は，本学科専攻の学生にとって最も重要なものであ

るので，情報の概念に関する多くの図書・雑誌論文を読

んで，リポートにまとめて提出することを要求してい

る。情報システム設計，情報検索等に甚大な影響を及ぼ

す情報特性のうち，情報の量的特性については現在まで

に若干の理論ないし法則が提唱されている。例えば，

Shannonのコミュニケーション理論とか，　Bradfordの

科学論文が雑誌に現れる頻度に関する分散則，Priceの

情報増加曲線に関する仮説等であるが，これらを理解す

ることは，システムの設計や将来計画に欠くべからざる

ものである。さらにシステムの概念も，単に辞書的定義

として理解するのでなく，von　Bertalauffyの一般シス

テム理論と関係づけて深い理解を持つことが望まれる。

　以上のような，いささか抽象的な理論や概念をも基礎

的に理解した上で，具体的な情報システム　　もっと具

体的にいえば，図書館とか情報センターの如きシステム

　　を把握しその構i成要素，組織構造，機能という面か

ら分析し，その分析データを評価し，新しいシステムを

設計する能力を洒養しようとするものである。情報シス

テムの目的に従って，情報が処理される場合，その処理

システムの目的が，オペレーショナルなものか，コント

ロールやデシジョンのためのものかで，サブシステムが

区別されるが，この科目では，オペレーショナルな情報

サブシステムに重点をおき，後者すなわち経営情報シス

テムに関しては，その輪郭を説明するに止め，詳しいこ

とは次の学年で履修する「情報システム経営」にゆずる

ことになっている。

　D・問　題　点

　必修科目の常として，履修学生数が多いため，質疑応

答をクラスという場のみで行なうことは限界がある。止

むを得ず，quizと称し，あることがらについての学生

の理解度，知識等を書き出させているが，これを行なう

ことは，教師にとってかなり時間とエネルギーを消費す

る。具体的な問題ならばともかく，抽象的な問題の理解

については，学生間の差が大きく，これをある一定のレ

ベルに到達させることは，なかなか困難である。具体的

な問題につ〉・ても，第2学年では学生の大部分がまだ情

報システムにおける各種の情報メディアや処理作業の内

容に実際触れていないため，完全には理解し難いように

見受けられる。

　コンピュータの解説も90分ほど行なっているが本塾

大学情報科学研究所のコースを履修している学生以外の

者は大部分，コンピュータと情報システムとの関わり合

いがよくのみこめないようである。

　あるいは，図書館どか情報センターの具体的な作業を
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十分理解した上で，履修したほうが理解が早いのかもし

れない。このことは，現場の経験を持っている委託学生

がこの科目を履修した場合と比較して見るとうなずけ

る。現在の本学科の科目の構成は，理論から具体化へと

いう傾向を持っているのが多いようであるが，具体的な

事実から理論的な理解へという方向も今後検討すべき課

題であると思われる。　　　　　　　　（沢本孝久）

II．情報システム経営

　この科目は，　「図書館経営学」とか「図書館管理」な

どと呼ばれていた（あるいは，いる）科目とも，古くは

アメリカのコロンビア大学などでLibrary　Economyと

いう題で講ぜられていたものとも，本学科でかつて「図

書館経営」と称されていた科目とも，かなり内容に相違

がある。「情報システム」という言葉が耳ざわりな人

は，これを「図書館」と読み変えれば，わかったような

気分になるかもしれないが，「情報システム」は「図書

館」のシノニムではない。　「図書館」とか「情報センタ

ー」の内容をアウフヘーベンして得られた概念をここで

は「情報システム」と呼んでいるのである。この情報シ

ステムは，オペレーションのサブシステムとコントロー

ルのサブシステムとプランまたはディシジョンのサブシ

ステムとの三つのサブシステムから構成されていると見

倣すことができる。このことは，基礎論の項ですでに述

べたが，このうちのオペレーション・サブシステムを除

いた部分をここで管理システムとして取扱っている。

　A．目　的

　この科目は，学部第3学年の科目であるから，すでに

述べたように，情報システムの経営管理者を育成するこ

とを主たる目的としていない。情報システムの中の管理

サブシステムがどのような重要な機能を有し，オペレー

ション・サブシステムとどのような有機的な係わりを持

っているかを理解させることに重点をおいている。その

意味で，まず，経営管理機能がなんであるかを理解する

ことが第1歩である。また，情報システムの中の管理サ

ブシステムが，その親機関の経営システムといかなる相

互作用をもつかということも明らかにすべき重要なポイ

ントのひとつである。

　B．アプローチと授業方法

　いままでに，いろいろな試行錯誤が行なわれてきた。

ある時は，Simons　Co11egeの図書館学研究科で行なわ

れているようなcase　studyの方法を試みたこともあっ

た。しかしこの方法は，効果もあったが，時間的消費も

大きかった。オペレーションの場合と較べて，システム

の環境やシステムの構成要素である人間の資質の相異に

よって，経営管理のアクションが大きく左右されること

も，この方法をやめた原因であった。Case　studyを行

なうには，それだけの準備も必要であり，また十分な時

間が掛けられなければならな）・。大分前に2－3年間ほど

試みてみたが，現在では，講義を主体とする方式に戻っ

ている。講義以外に，あるいは講義と平行して，リーデ

ィングを課する点は，「情報システム概説」の場合と同

様である。この他に，図書館や民間企業の情報管理室等

をたずねさせ，そこの組織を調べた上で，特定の業務を

選んでいくつかの方法を使って分析し，その結果を評価

するというアサインメントを課してきた。若干の例外は

あるが，概して効果はあるように思われる。また，この

アサインメントは，本学科の卒業生の就職先の図書館，

情報管理室等を対象に選ぶので，先輩諸氏に多大の迷惑

をかける心配もある。いままでのところ，ほとんどすべ

ての依頼された卒業生から親切な指導を受けることがで

きて，学生のみでなく，担当の教師として非常に感謝し

ている。

　C．授業内容
　この科目は，前項の「情報システム概説」をふまえ

て，情報システムの機能のコントロールおよびそのコン

トロール情報を基礎として，経営管理上のプランないし

はディシジョンを行なうメカニズムをさらに深く理解さ

せ，オペレーションというディメンジョンでは余り問題

にしなかった計画ないしディシジョン，およびコントロ

ールないしフィードバックの機能について，より深い検

討を加え，さらに組織人事，財務，施設設備等，管理

上の諸問題を重点的に講述するのであるが，その前に，

経営管理の研究の歴史，諸学派の学説の特性を理解させ

るのにかなりの時間を割いている。このコースで担当者

が採用している視点は，情報システム的アプローチによ

る経営管理である。

　この科目の概要は次の通りである。
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1．　経営管理論の歴史

2．経営管理論の学派

a）

b）

c）

d）

e）

計量経営論学派

経営過程論学派

意志決定論学派

経営経験論学派

経営行動科学派
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1　3．

　以上の単元のうち，経営管理論の歴史や諸学派につい

ては，講義やリーディングのみではなかなか十分に理解

するまでにいたらない学生が多い。より多くの時間を割

くことができれば，ディスカッション方式がよいと考え

ている。この講義では，システム・アプローチ的経営管

理を主軸として各種の経営管理の機能が説明されるわけ

であるが，その理由は）・ろいろの経営管理論の学派を統

合し，全体的な見解に到達するためには，システム・ア

プローチが合理的な解決手段であると考えられるからで

ある。

　卒業後，情報システムの構成メンバーとなって，自分

がどのように，システム内の複雑な管理サブシステムの

機能と係り合い，またどのようなフィードバック機構を

通じて個人の要求とその組織の要求との一致点を見出す

にいたるかという原理を理解することをこの科目では期

待している。

　D．　問　　題　　点

　以上述べた目的，意図にもかかわらず，多くの学生が

このコースの狙っている点について理解したというには

程遠いと思われるような結果である。いままでの経験で

は，男子学生よりも，女子学生のほうが十分に理解する

までにいたっていないもののパーセンテージが大きい。

他のテクニカルな科目の成績があまり芳しくないもので

も，男子の中にはこの科目で立派に成果をあげるものが

3．経営管理システム

4．情報システムにおける管理サブシステム

5．　計画・意志決定

6．組　織

7．人事管理

　a）人間関係

　b）採用，養成

　c）動機付け
　d）　専門職，非専門職，資質

8．財務管理

9．施設設備

10．機械化の将来

11．　コントロール・システムと基準

　a）　フィードバック機能とスタッフ

　b）　基準：規範，経営管理の目標，法令等

　c）　R＆D
12．　情報システム内の管理サブシステムと親機関の経

　　営システム

　　システム間の協力とその種類

いたりする。

　授業のあり方としては，ディスカッションをする時間

がもっと多く持てればよいと考えるが，これも学生数の

多い必修翌日の場合望み難いことである。（沢本孝久）

III．情報システム管理1（大学図書館）

　情報システム管理1と情報システム管理1［［（専門図書

館）とは同様にシステム・アプローチをとってきたの

で，この2つの科日のアプローチについては，ここにま

とめて述べることにする。ただし，昭和48年度には情

報システム管理1において，case　study的なアプロー

チを試みた。　このことに関しては本項の終り（III　E・）

に記してお）・た。

　A．　アプローチ

　「情報システム概説」および「情報システム経営」で

学んだ情報システムの分析，評価，設計の知識と経営管

理の概念とを基礎にして，情報システム（rl」では大

学図書館，研究教育情報センター等，「工［」では専門図

書館，専門情報センター等）の基本的機能を考究し，そ

の経営管理上の特有の問題をシステム・アプローチによ

って究明する。

　具体的には，図書館，情報センターの親組織が，社会

環境，社会構造の変容に伴い，その役割および機能を変

容しつつある中で，その親組織と密接な関連を持ち，親

組織のサブシステムである図書館，情報センターの目標

が何であるかということを認識させることにまず重点を

おく，学術図書館，大学図書館，研究教育情報センター

（あるいは専門図書館，専門情報センター）の存在理由

と，その目標達成のため現実の場における制約条件内で

いかにして有効な情報システムを作りあげるかを考え，

さらに，当面の問題および，将来起こることを予想され

る問題の解決のために，“図書館・情報学の諸技術”お

よび“経営管理技法”をどのようにシステム化するか，

その手順，方法，考え方を習得させる。

　また，サービス・システムとしての図書館，情報セン

ターが，その基本的機能を十分に発揮しているかどうか，

利用者指向の立場からそのシステムを評価する。利用者

のneedsとそれに適切に対応する組織体制，機能，サ

ービフ内容等は，いかにあるべきかを検討する。　そし

て，その対応策として，図書館，情報センターが持つ資

源，提供する諸活動ないしサービス等を総合しシステム

化することが経営管理の中心課題であることを強調す

る。
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　授業は講義を中心に進めるが，各種の問題点の解説と

問題相互間の関連づけが目的である。また，グループ・

ワークを通じ，受講学生が　　例えば，大学図書館の場

合　　利用者の立場から，図書館サービスに対する不満

を感じている点を集大成し，図書館に対する問題提起を

行なわせる。このような場合，KJ法を用いることを習

熟させたり，また，何かの計画を樹立する場合，PERT

などを実際に利用させている。

　提起された問題の申から，受講学生は1つを選び，そ

の解決策を提示することになるが，期末までに400字詰

原稿用紙6－10枚程度のレポートを提出し，これをもっ

て試験にかえている。形式等は，おおむね，当学科の卒

論執筆要項に準じて書かせることにしている。「情報シ

ステム管理■」では，テキストとしてStrauss，　L．　Scien－

tific　ana　technical　libraries．　2nd　ed．　New　York，

Becker　and　Hayes．1972．を用いているが，　「1」に

おいても「lr」においても，問題提起あるいは問題解決

のためのreading　assignmentsを課している。

　見学については，　「1［」において，1－2か所の専門図

書館ないし情報センターの見学を行なっており，見学後

リポートを提出させている。

　B．口　的

　基本的な目的は，情報システムとしての学術図書館，

大学図書館，研究教育情報センターの基本的機能につい

て考察しつつ，管理上特有な問題をシステム・アプロー

チによって究明することにある。情報システムにおける

組織の一員として，分に応じ問題解決指向能力を発展さ

せることにある。このコースでは管理者教育を第1の目

的として考えているのではなく，少くとも経営管理にた

つさわる人々の考え方を理解し得るように教育したいと

考える。

　具体的な目標としては次のことを考えている。すなわ

ち，学術図書館・情報センターに共通な条件およびその

活動形態を理解させること，システム化された学術図書

館・情報センターとはどのようなものであるかという点

の理解，これらの図書館・情報センターのもつ目的ない

しは役割りはいかにあるべきかを考えること，これらの

図書館・情報センターの運営に必要な要素を分析し，そ

の総合化の検討，および現在当面しつつある問題，将来

に予測される問題の解析と管理レベルにおけるその問題

解決の現在の段階の認識，などである。学術図書館，大

学図書館・情報センターを単に物的なセンターとしてと

らえるのではなく，この図書館・情報センターが人々に

サービスし，人によって運営される経営体であり，社会

システムのサブシステムを成していることを重視させた

いと考える。

　C・科目概要
　1．各国の大学の沿革とその変容の方向

　日本の大学を的確に理解するために，まず，諸外国，

特に日本の大学の発達に影響を及ぼした英，独，仏，米

における大学の沿革について考察した後，日本の大学の

沿革について講述する。さらに社会環境の変化に伴い，

各国における大学がどのように変容したかを考え，大学

の役割りがどんな変化の方向をたどったかを考察する。

　2．大学における図書館・研究教育センターの位置

　大学図書館・情報センターが大学においてどのような

位置を占めているかを理解するため，法的な位置づけ，

図書館政策，図書館管理運営について，わが国と米国の

事情を比較しながら検討する。さらに，大学図書館・研

究教育センターが大学の研究計画，教育計画，経営計画，

教授・院生・学部学生とどのようなかかわり合いを持つ

かという点について考察する。

　3．大学図書館・情報センターの業務の効率化と経営

　　　管理

　大学における図書館・研究教育情報センターの業務を

効率化し，その図書館等の将来のあり方について方針を

樹立するためには，計画を作成する必要がある。企画を

立て，計画を作成するための経営管理上の手順，技法，

考え方について講述する。

　4．　システムとしての構成要素

　大学図書館・情報センターをシステムとして把握した

場合，そのシステムを構成する要素に分析して考察を行

なう。大学図書館の目的，サービス対象，スタッフ，資

料，資金，施設，機能，組織，サービス・レベル，フィ

ードバック，管理基準等の理解が重要である。また，大

学図書館システムとその環境，大学システムとのかかわ

りあいをとらえる。

　5．　組織，人事，財務

　組織，人事，財務について，限られた時間内にすべて

を論じ尽すことは不可能であるが，たとえば，人事につ

いては，要員計画，要員の選定，管理職と専門職の資格

と位置づけ，教育・訓練・育成計画，要員配置と業務分

析の関連，組織内のコミュニケーション，スタッフ・マ

ニュアル等の重要な問題のうち，特にハイライトに力点

をおいて講述する。

　6．　施設・設備
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　大学図書館建築のための計画手順，現在の施設の最適

活用法，設備・機器類，機械化等の問題についての考え

方を述べる。

　7．　テクニカル・サービス

　図書館・情報センターにおける広義の技術的処理業務

についての考察であって，すなわち，資料選択のために

考慮：すべき要素，選択方針，蔵書構成，収書方針，受入

れ，資料組織化等に関する問題点を指摘する。

　8．　パブリック・サービス

　利用者に対するサービス活動すなわち，閲覧，複写，

レファレンスの各サービス等について，管理上の問題を

指摘し，さらに今後の変化の方向を探る。また，図書館

資料の管理上の問題，例えば，接架式viz二二式，特殊

資料類の取扱い，今後出現する新しい記録情報メディア

にかかわる諸問題について考察する。

　9．事務管理
　大学図書館・情報センターにおける文書管理，図書館

諸統計などの事務管理上の留意すべき事項について考察

する。

　10．　経営管理上のその他の活動

　企画，調査，予測，調整機能，評価機能，図書館・情

報センターの機能の総門化，標準化，相互協力，ノウハ

ウの蓄積，機械化，通信回線の利用等に関し，経営管理

上どのような考え方があるかという点について論ずる。

11．　将来の課題

　今までの大学図書館の経てきた経験から，将来次のよ

うな課題ないしは問題に遭遇すると予測される。すなわ

ち，図書館の役割りの増大，国内の情報ネットワークへ

の参加（NIST構想の実際化），情報メディアの多様化，

サービス要求の多様化，サービス内容の高度化，学部学

生等利用者数の増加，図書館・情報センター要員の不足，

省力化，経営管理上の統一化，専門職の実現等でこれら

の課題に対処するにはどのように考えられるかという点

についてディスカスする。

　D．問　題　点

　1．　この科目の受講学生数が多いので，科目の目的を

全員に浸透させるのに困難を感じている。もっと小人数

のクラス編成が望まれる。

　2．　経営管理にかかわる科目の性格上，受講学生は少

くとも基本的な図書館・情報学の必修科目を修得し終え

ていることが望ましいが，3年生はその点未完了であり，

『一禔C4年生は卒業論文の準備に追われているためか出

席率が比較的低い。

　3．科目の内容に対し，時間数が少ない。授業計画を

いくら綿密に立てても，十分講義を進められないという

のが講師の悩みである。講義時間を節約するために，視

聴覚メディアを利用することを考えているが，資料の準

備に時間と費用が掛かり過ぎる。

　4．講師が非常勤であった場合には，教室以外で学生

との接触が少ないことになり，少数の学生を除いては彼

等の考え方などがなかなかつかみ難く，これも悩みの種

であった。　　　　　　　　　　　　　　（井出　翁）

　E・昭和48年度の新しい試み

　この科目の担当者の変更が昭和48年度にあった。以

下に述べるような考えかたに基づ）・て，この年度のこの

コースでは，慶応義塾大学研究教育情報センターの成立

およびその後の発展状況に焦点を当て，同センターをモ

デルとしてケース・スタディ的に考察し，大学図書館の

経営管理上特有の問題について論述する。経営管理は，

情報システム　　このコースでは，大学図書館　　がそ

の環境に適合して，目的を果すことができるようにする

働きをもつ。したがって，大学図書館の経営管理を論ず

るには，大学図書館とその環境を克明に考察する必要が

ある。このコースでは，経営管理の知識や技術を解説す

るのではなく，その考察に基づき，機能としての経営管

理の働きを論ずる。

　情報システムの経営管理の視点は，過去，現在，そし

て未来にわたって，一連の時間の流れに沿ってそそがれ

なければならない。すなわち，現在を中心に，過去から

の経過と現時点におけるシステムの背景となる状況の中

から問題点を見つけだし，その解決をはかると同時に，

現在から未来にかけて状況の変化に敏感に反応しなが

ら，そのシステムを“進展させ”なければならない。進

展させるということは，経営管理のごく普通な働きによ

るものであるが，ときには，システムの改善・改革とい

う形をとる場合もある。特に，現在の日本の大学図書館

における経営管理の働きは，新しい学術研究情報サービ

スの確立のために，大学図書館の改善，あるいは改革を

目標としなければならない。昭和48年度のこのコース

で，経営管理のこのような働きを特に重視したいと考え

た。　10年間にわたった慶応義塾大学研究教育情報セン

ター計画とその進異とをとりあげて講述する理由は，こ

の点にもある。

　1．　アプローチ

大学図書館とその環境を考察する方法にはいろいろな

アプローチがあるが，この場合，慶応義塾大学研究教育
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情報センター・一…一・，特に，三田情報センターをモデルとして

批判的アプローチをとった。数多（の大学図書館を同時

に観察する大量観察分析方式も，大学図書館を論ずるの

に有効なアプローチのひとつであるが，いくつかの理由

で，このコースでは採用しなかった。その主な理由は，

このアプローチをとるためには，わが国の大学図書館に

ついての資料が十分に整理されていないこと，つまり，

大学図書館研究が十分でなくこのアプローチを採用する

ことが不適当であること，および，半年間の短期間では

不十分な資料を整理しながら，大学図書館を論ずるに

は，時間が掛かりすぎること，などである。しかし，大

学図書館研究のために，この大量観察分析のアプローチ

は欠くことのできないものであり，批判的アプローチも

本来大量観察分析による成果が基礎となって論じられる

べきものであろう。ここに昭和48年度のこのコーースの

問題点があるが，基本的には，現在の大学図書館研究と

大学図書館の教育カリキュラムの問題でもあろう。もち

ろん，米国における大学図書館研究の成果は利用できる

けれども，それはあぐまでも代用品にすぎない。

　2．　講義内容と教授方法

　講義内容を設定するために，最初に三つの原則を定め

た。すなわち，（1）講義は大学図書館の経営管理に関す

る蓄積された知識や技術の伝達よりも，それらの応用に

重点を置く，（2）講義およびアサインメントで取り上げ

る問題を，観察と実地研究などによって，経営管理の感

触を得られるようにする，（3）講義で取り上げる情報シ

ステムは，理論的なものあるいは架空的なものではな

く，現実の具体的なものであり，また，一一：一一つのシステム

としで…貫性を備えているべきである，という三つであ

る。

　これらの原則に基づいて，講義でとりあげるシステム

は，学生が日常接触し観察することが可能な慶応義塾大

学研究教育情報センター，特に三田情報センターを対象

としたわけである。批判的アプローチのモデルとして，

このセンターをとりあげた理由は，それ以外に，講義担

当の講師が，情報センター計画の当初からそこで仕事を

し，計画に参画してきており，現在，三田情報センター

収書課長として，ミドル・マネジメントの立場にあるこ

と，考察のために必要な資料が揃っていること，人的情

報源が身近にあること，などである。また，この情報セ

ンターが，その環境と規模の点，サービスの能力の点，

経営管理上かかえている諸問題についても，今日の日本

の大学図書館の典型的な要件を備えていること，また過

去10年間不十分な点が多くあったにしても，一応，近

代的学術研究情報サービスを目標にして，システムの整

備をはかってきており，今後ともそれに向って努力して

・・ると）・う点も重要な理由としてあげられよう。特に，

最後にあげた理由は，このコースで重視したいと考えて

いる経営管理の今日におけるありかたと深く関連してい

る。

　講義内容の第1は導入部とも言うべき序論であるが，

ここで最も重要なことはこのコースで何を講ずるかを明

らかにすることである。　このコースにおけるアプロー

チ，対象，範囲，授業方法等について説明するのは勿論

である。また，この際に東京大学附属図書館の改善案や

筑波新大学図書館構想などもとりあげて考察を加える。

　この講義の主要な内容は，慶応義塾大学研究教育情報

センター計画総論，慶応義塾新図書館計画，情報センタ

ー計画，情報センターの発足，情報センターの現状と問

題点である。ここで，慶応義塾大学における全塾の情報

センター計画と三田情報センターの現在について論じ，

その経営管理の実際につ）・て考察する。情報センター計

画の経過をたどりながら，計画の成立や計画の内容につ

いての意志決定とその過程，計画の実施における業務お

よび作業に関する経営管理の実際，計画の成果とその客

観的な評価を重点的に取り上げ考察する。さらに，三田

情報センターの現状について観察し，その問題点をとら

え，問題の解決に関しての経営管理の実際について考察

する。

　最後のセクションは，総括・結論であるが，これまで

の考察に基づき，大学図書館における経営管理に特有な

問題点の一一般化を計ることを目的としている。　この場

合，Booz，　Allen　and　Hamilton，　Inc．が研究図書館協

会とアメリカ教育振興財団の依頼を受けて実施した

「大学図書館経営管理の諸問題」　（P／ob／ems　in　univer－

s：ly　libr二　r）7〃z∴∵6：ge77fe．nt：Ast　udy　conduc仁ed　by

Booz，　Allen　and　Ham：，lton，　lnc．　for　the　Association

of　Research　Libraries　and　the　American　Council

on　Educat三〇n．　Washington，　D．　C．，　Association　of

Research　Libraries，1970，63　P．）という調査報告を利

用する。

　このコースでは，講義の他に四つのアサインメントが

含まれている。第1は事例研究　　本塾情報センター計

画の背景としての大学図書館経営管理の状況と問題点

　　であり，第2は実地研究　　三田情報センターの資

料組織，施設，財政などの現状におげる問題点　　であ
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る。第3は模擬会議　　三田情報センターにおける資料

組織の問題点とその解決方策の提示のためのトップおよ

びミドル・マネジメントの会議　　であるが，これは，

図書館経営管理の原則と図書館専門職がこれまでに築き

あげた知識と技術をもとに，現実の問題を考えるための

訓練である。もうひとつのアサインメントは，管理技術

や管理のセンスを応用し，実務における一連の作業を設

計する練習である。受講学生は，これら四つのアサイン

メントの内から，ふたつを選択することになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（渋川雅俊）

IV．情報システム管理H（専門図書館）

　A・アプローチについては前項III・A参照

　B．目　的

　情報システムとしての専門図書館，専門情報センター

の諸事，および設立母体の性格に応じた各種のサービス

について解明し，その管理上特有の問題をシステム・ア

プローチによって究明することを目的とする。

　専門図書館ないし専門情報センターのカテゴリーに属

するものは，はなはだ多岐多様であるから，この科目で

は，民間企業体の生産部門・研究開発部門・エンジニア

リング部門（いずれも科学技術　　特に理工学　　を専

門主題とする）および本社スタッフ部門・販売部門（い

ずれも社会科学系　　特にビジネス　　情報を専門主題

とする）をサービス対象とする図書館（資料室，情報

室，ドキュメンテーション・センターなどとも呼ばれ

る。）に重点を置く。

　専門図書館の類型化が他の館種と異なっており，基礎

的学術研究の支援よりも，応用・開発・実用的調査の支

援をはかる組織体として存在理由をもっている。具体的

には，その存在理由を確認し，その諸機能を分析評価し，

考察する。利用者指向の立場から，そのneedsに対応

する諸活動，サービスのシステム化をはかるための考え

方，計画の進め方を修得させることを目標とする。

　特に環境の急変に即応するために，“いかにすべきか”

ではなく，“なにをしなければならないか”が専門図書

館・情報センターの性格上最も要求されることであるこ

とを強調し，そのために必要な発想の仕方および問題解

決技術（ソフト・テクノロジー・など）を紹介し，その修

得のための糸口を提供する。

　また，本科目は「情報システム管理1」と密接な関連

を有するので，両者の内容の有機的結合を考慮して授業

を進めている。

　専門図書館・専門情報センターを理解し把握するに当

って，これを情報システムとして理解する観点の他に，

人を対象としてサービスを行ない，人が動かしている社

会システムでもあるという観点からもそのあり方を考察

する。

　C．科目概要

　科目概要の説明が「情報システム管理1」の項と重複

する部分は，この項では，単に単元だけを示すに止めた。

　1．　専門図書館・専門情報センターの類型とその特徴

　七島種との比較検討を行ない，専門図書館の類型は他

館種と同じ位相で行なわれているものでないことを示す

と共に，専門図書館・専門情報センターの本質を考察す

る。

　2．　研究開発・調査機構と専門図書館・専門情報セン

　　　ターとの関連と位置づけ

　母体組織の経営体制，研究開発管理，事業体制，およ

び利用者としての研究者・調査者とのかかわり合い。

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

1　0．

D．

1．

図書館・情報センター業務の効率化をはかるため

の経営管理

システムとしての図書館・情報センターの構成要

件

組織・人事・財務

専門図書館・専門情報センターの業務およびその

特徴

サービス活動，ネットワーク

事務管理

経営管理上のその他の活動

将来の課題への対処

問　題　点

受講学生は，専門図書館・専門情報センターの親

機関や監督機構に関してほとんど知識をもっていない。

またそれぞれの機構とか組織についての説明や参考資料

が不足している。

　2．教材として，視聴覚メディアを使用したいと考え

ているが，準備に時聞と費用がかかり過ぎる。視聴覚教

材作成の施設があるとよいと考える。

　3．　図書館・情報センターの業務に関する知識および

実地経験を持っているほうが，講義を理解しやすいの

で，受講学生は実習後に履修するよう絞ったほうがよい

と考える。　　　　　　　　　　　　　（井出　翁）

V．情報システム管理皿（公共図書館）

A．　アプローチ
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　「情報システム管理IIr」（公共図書館），　「情報システ

ム管理IV」　（学校図書館），　「情報システム管理V」（児

童図書館）の三科目は，共通のアプローチをとるので，

ここにまとめて述べることにする。共通のアプローチと

はcase　study　methodを大幅にとりいれ，理論と実

際の両側面から学習する方法である。

　Caseとしてとりあげる図書館につ）・ては，その図書

館に関する論文，報告，その図書館の発行する館報，報

告書，統計，PR資料による文献調査を行ない，見学，

グループあるいは個人による実態調査を行なう。

　教室における授業は，全体及び各問題あるいは単元ご

との導入あるいはオリエンテーションを除き，講義形式

はとらず，報告および討議を中心とする。

　クラス単位による見学は，単なる施設見学にとどまら

ず，見学先の館長および担当職員による講義を含み，質

疑応答，討議を行ない，教室における授業以上の成果を

挙げている。見学に先立ち，担当者は先方を訪問して趣

旨の説明を行ない，これまで期待以上の協力が得られて

いる。

　グループまたは個人単位による調査は，先方の事情を

考慮の一ヒ，先方の職務遂行上に支障のない範囲にお・・て

指導協力を依頼し，通常は，…般利用者の形式で図書館

の実情把握を学生に課す。利用者として図書館の利点欠

点を分析することは，将来図書館の運営者側に立つもの

として，意義のある学習効果をあげている。

　教室におけるオリエンテーション，報告，討議は，口

頭によるばかりでなく，スライド，8mm映画，実物投

映，OHPを積極的に利用することを奨励し，　multi－

mediaの調査技術，発表技術の養成を同時に行なって

いる。　また，討議形式も，forum，　panel討議，　buzz

sessionなど各種の方式に習熟させる。

　カリキュラムの構成は，全体の授業時間を三等分し，

（1）個人単位による図書館の事例報告，（2）予定した単

元（意義と役割，管理，運営，職員，資料，施設・設備，

活動など）による事例の理論的分析，（3）グループによ

る問題のまとめを行なう。

　（1）においては，個人の報告を中心として，意味不

明，誤解と思われる点についてのみのコメントにとどめ，

全員で研究するため，なるべく多くの対象を提供する機

会とする。

　（2）においては，1により提供されたcaseを，単元

に予定した問題によってアプローチし，基本的な参考文

献により学びうる理論と実際との比較検討を行ない，建

設的な判断力を養う。

　（3）にお）・ては，caseにとりあげられた図書館に内

在するもっとも重要な問題をとりあげ，問題別にグルー

プ討論（buzz　session）を行ない，各グループ代表によ

るパネル討議によって，総括する。

　学生の評価は，クラスへの参加，個人およびグループ

のレポート提出による。

　Case　studyの対象としてとりあげた図書館は，東京

都，近県のみならず学生の出身地，帰省先，教員の訪問

先などの国内数一トの図書館のほかアメリカ，イギリスを

はじめ諸外国の著名図書館で，最新の資料の入手可能な

ものも相当数とりあげ，比較図書館学的な効果もあげて

いる。

　B．目　的

　わが国の公共図書館活動は，戦後のアメリカの影響に

よる啓蒙期に始まり，少数のすぐれた図書館員による開

拓期を経て，ようやく社会的認識の高まりにより，史上

例をみなかったほどの急激な胎動を示しはじめている。

そのもっとも顕著な例が，東京都の図書館振興対策であ

り，それにより着々と実現されつつある新図書館建設，

新しい図書館活動は，全国的に大きな影響を及ぼしつつ

ある。

　しかしながら一方においては，東京都の計画の問題点

として指摘されて）・るように，量的な図書館の増加は，

質的な向上を伴なわねばならず，そのための，専門職員

の養成の遅れが重大な欠陥とされている。事実，向う十

年間で東京都だけで300館の新設が計画されているとす

れば，これに全国的な数を加えれば，新設図書館の予想

される数は膨大なものとなり，公共図書館の専門職員の

養成は，まさに焦眉の急と）・わざるをえない。

　このような社会的要求を考慮：してこの科目は，公共図

書館の社会的役割を明確に捉え，その役割を果すための

組織の管理・運営，各種の活動，活動の対象となる地域

社会及び利用者の分析，活動を行なうための職員，資料，

施設・設備などについて，理論と実際の両面より学習し，

公共図書館の専門職員としてのビジョンを養うことにあ

る。

　C．科目概要

　1．　序論：公共図書館の社会的役割

　まず日本の社会における公共図書館活動を考えるため

に，日本人の社会観，ひいては日本人のものの考え方を

客観的に考察し，日本の社会の特性と国民の政治，文化，

教育，情報に対する習性を確認する必要がある。　つぎ
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に，そのような基本的考察の上に立って，都市，農村，

工業，商業，文教，ベッドタウンなど地域社会の特性と

住民の傾向，それらによって影響される公共図書館の役

割について考察する。

　2．公共図書館の機能

　公共図書館活動の歴史的背景の中から集約された基本

的な機能，即ち文化遣産の継承，生涯教育の資料と場所

の提供，地域情報センターとしての情報の収集と提供と

いう三つの主機能について基礎的な考察を行なう。同時

に，専門，大学，学校などの図書館，また博物館，美術

館，社会教育の他の類縁機関との関連，力点の相違，サ

ービスの特徴などについてふれる。

　3．　利用者の分析

　活動の対象となる地域社会，また，単にその地域での

生活集団のみでなく機能集団をも重要視して，図書館機

能の潜在的利用者を含めて，専門，アマチュア，職業人，

家庭人，成人，青少年，子ども，身体障害者，個人，団

体などを利川者として把握する方法と，それぞれの要求

に適切な奉仕活動との関連について考察する。

　4．　行政・管理・運営

　地域社会の要求にもっとも適切な図書館活動を展開す

るための行政・管理・運営の機構について考察する。図

書館法，自治体の図書館条令，図書館協議会など行政に

関連する諸問題，教育委員会，社会教育課など自活体内

の機構，図書館内部の館長以下のラインとスタッフの人

事機構，機能別部門化，主題別部門化などを実例に即し

て考察する。

　5．活　動

　貸出し，閲覧，読書相談，参考調査，PR，読書会・

講演会・展示・映画会その他各種の催し物，児童・青少

年対象の活動，複写サt一　J一ビス，移動図書館，団体貸出し，

身体障害者サービスなど多面的な活動について，実例の

見学，スライドその他視聴覚資料を多く利用して具体的

に学習する。

　とくに，このように多面的な活動は図書館の発展段

階，規模，予算，地域社会の要求に順応して，重点的に

柔軟性のある活動を行なうように強調する。特に中小都

市における新設図書館の貸出し冊数の急増などは，既存

の図書館経験では処理しえないような現象であり，多様

な方策の試行錯誤と，それらに対する専門的な理論的裏

付けによって，理想的な技術が生みだされていく過程な

どは，またとない学習の対象となる。

　児童室の管理・運営を含め児童・青少年に対する奉仕

活動は，児童図書館員に児童及び児童図書，更にストー

リーテリングその他の専門的能力を要求されるために，

児童図書館（「システム管理V」）と児童図書資料（「資

料論V」）の履修が必須とされる。

　また，参考調査サービスは，大図書館と中小図書館で

は，利用者の要求のレベル及び内容に大きな差異があ

り，それらについてふれる必要がある。

　身体障害者に対するサービスは，図書館の設備を改善

することだけでなく，図書館活動の中で，積極的に図書

館側から身体障害者に接近する理念と方策を強調すべき

であり，特に，身障者の感情的，心理的側面について館

員の専門的理解が望まれる。

　更に，中央図書館，分館，大図書館，中小図書館の活

動の力点，限界を考え，図書館の相互協力，地域別統合

などのシステム化についてふれる。

　6．職　員

　有効な公共図書館活動を展開するためには，管理職，

専門職，事務職のそれぞれに有能な職員を擁することが

望まれる。この単元においては，特に管理職，専門職の

職能，専門的教養，図書館の規模に応じた職員の配置，

権限などについて考察する。

　7．資　料

　公共図書館は，不特定多数の利用者を対象とするため

に，図書館資料は，網羅的，一般的であることを原則と

するが，地域社会の特性，図書館の規模に応じた資料構

成が望ましい。この単元においては，上記の要素をふま

えて，資料収集の基本方針，選択の規準，収集の手続き，

更に地域社会及び利用者の特性に応じた資料組織，例え

ば，主題別部門化，形態別部門化，年令別部門化，特殊

資料の取扱いなどを考察する。図書館システムにおける

分館別部門化，中央図書館における主題別部門化，中小

図書館の資料のレベル，児童書の分類その他現場で解決

をせまられている問題をも積極的にとりあげる。

　この単元は，「資料選択論」のコース内容と重複を避

け，　「選択論」の基礎理解の上に立って，公共図書館の

特性からアプローチする。　また，児童図書資料の選択

は，「資料論V」でくわしくふれるので，ここでは，要

点のみにとどめる。

　8．　施設・設備

　近年，新らしい公共図書館の建築が相つぎ，実例の見

学，スライドや写真などによる紹介で，学生の研究意欲

を充分刺激することのできる単元である。公共図書館建

築の時代的推移，図書館建築の機能的要素，総合施設の
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中に図書館が含まれる場合の利点・欠点，新築図書館の

問題点，視聴覚施設，身体障害者のための設備など，具

体例によって考察する。

　D・問　題　点

　従来，アメリカにおける公共図書館活動の前例を範と

して，理念及び活動のパターンの多くを引用する傾向が

強かったが，日本人の物の考え方，地理的，社会的立地

条件の相違などから，日本の社会の要求により適切な理

念及び活動のパターンが求められるようになった。アメ

リカのみならず，イギリス，北欧諸国など公共図書館運

動の先進国の図書館人による参考文献は，歴史的推移，

西欧社会における公共図書館，活動のパターンを学ぶ貴

重な情報源ではあるが，今後の日本の図書館の推移発展

を的確に把握し，将来のためのビジョンをもつために

は，なるべく現実に多く触れる機会を得，尚且，調査，

報告など今日的なデータに多く接する必要がある。

　また，教員や学生の図書館活動への直接参加，あるい

は現職図書館員による講義，情勢報告などが行なわれれ

ば理想的である。図書館振興対策を講義のテt・・一一・・マにとり

あげ，この問題の現状分析，追跡調査をすることにより，

単なる教室授業より，はるかに多大な学習効果を挙げた

経験を報告しておきたい。　　　　　　　（渡辺茂男）

VI．情報システム管理rv（学校図書館）

　A．アプローチにつ）・ては前項V．A参照

　B．目　的

　学校教育における教育課程の展開に寄与するるメディ

ア・センーの利用指導及び管理運営について学習する。

メディア・センターの概念は，学級文庫，学校図書館，教

材資料センタt…一・などの発展段階を経て形成されたもので

あるが，日本における学校図書館の実情は，学校教育全

般の様相に即して，未だにメディア・センターは充分な

発達をみていない。しかしながら，教育課程，教育技術，

教育機器の進歩発展に伴ない，メディア・センターは，

将来，学校施設の根幹となることは必至であり，それと

同時に，メディア・スペシャリストは，各種教材・資料

の専門家として，教員の中で重要な位置を占めることに

なる。この専門職についても，わが国の教員制度の現状

では，専任司書教諭がその限界であり，教員の兼任，あ

るいは事務職の学校司書が学校図書館の運営に当ってい

る。

　しかしながら，指導要領その他からも明白であるよう

に，教育課程の理想的な展開は，メディア・センターが

あってこそ可能であり，そのための専門職員の養成こ

そ，学校教育の目的を充足する基本的な手段の一つであ

ると考えられる。この科目においては，

　1．学校教育の基本的要素としてのメディア・センタ

ーの機能を講義する。

　2．小，中，高各レベルにおけるメディア・センター

の組織を検討し，メディア・センターを中心とする各種

活動を研究する。

　3．教材として役立つ各種メディアの特性を比較研究

する。

　4．　メディア・センターの物理的条件（施設・設備・

機材）を研究する。

　5．　メディア・スペシャリストとして専門職員の果す

べき機能，責任及び校長，教員，児童・生徒との関係に

ついて学ぶ。

　6．各種メディアの利用指導について学ぶ。

　7．学校におけるメディア・センターと公共図書館に

おける児童・青少年に対する活動との本質的相違を解明

し，重複をさけ，有効な協力を発展させる方法を学ぶ。

　C．科目概要
　1．　序論：学校教育及びメディア・センターの推移

　学校教育が教科書中心，講義中心で行なわれる段階に

おいては，学校図書館は，学校施設の付随的部分であり，

その利用も，授業の部分的補助手段あるいは放課後の自

由読書の場にすぎない。各教科毎の問題解決学習および

児童生徒の自由研究，自主的読書の要素が，教育課程の

中に位置づけられるにつれ，学校図書館資料がその重要

性をまし，学校図書館が単なる図書室的存在から，教

材・学習資料センターとしての役割を課されるようにな

る。更に，欧米先進国あるいはその影響下にある開発途

上国における学校教育にみられるように，教科の個別学

習化，主題を中心とする総合学習（integrated　s仁udies）

への教育課程の移行は，必然的に無学年制（ノン・グレ

ード・システム），ティーム・ティーチングなど教育技術

の変革をもたらし，施設面においても，オープン・スク

ール，メディア・センターが必須とされるに至り，従来

の学校図書館員は，メディア・スペシャリストとなり，

教員の中核的存在として，ますます，その重要性を付加

されてきつつある。この方向に進む教育改革の影響は，

日本の学校教育制度に導入されることは必至であり，メ

ディア・センターの機能の充分な理解と，有能なメディ

ア・スペシャリストの養成は何よりも重要と考えられ

る。
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　2．　メディア・プログラム　　メディア・センターの

　　　教育的意義と機能

　今日の学校教育の目的は，児童・生徒に一方的に知識

を教えこむことではなく，彼らの知的要求を啓発し，想

像力を養い，自発的探求心と，豊かな人間性を育てるこ

とである。そのために，学ぶ方法を体得し，知識を自ら

身につけていくのである。このために，彼らは，単に読

み，計算する能力のみならず，観察し，聞き，調べ，見

そして発表する能力を，個人としてまた集団の一一員とし

て学ばなければならない。そのために，メディア・プロ

グラムは，決定的な役割を果すのである。メディアは，

情報を伝え，情報の内容に影響を与え，学習した結果を

統御し，学習の情況を創る機能をもっている。メディア・

スペシャリストは，これらの効果を最大限に発揮させる

ために，学習の場の設定，教授内容の考案，メディア利

用の施設・機材，図書をはじめあらゆるメディアの選

択，製作，利用のための準備など，他の教員と協力して，

もっとも重要な役割を果すのである。

　このメディア・プログラムが，児童・生徒にとって，

もっとも効果的な学習方法であり，教員にとって，もっと

も効果的な教授方法とするために，メディア・プログラ

ムの構成要素として，つぎのようなことがあげられる。

　学習及び教授方法の改善，センターの資料及び施設の

利用指導。

　図書及びAV資料を利用す．る効果的学習方法の指導。

　新しい教育的発見や開発についての情報提供。

　児童・生徒及び教員に対する新しい教材・学習資料の

紹介。

　集団学習及び個別学習のための資料の提供。

　資料を利用する学習の場所の提供。

　資料及び機材の効果的な移動，配布の手段をもつこと，

などである。

　3．　メディア・センターの職員構成と活動

　上記のようなメディア・プログラムを実施するため

に，メディア・センターは，専門職員と技術的能力をも

つ補助職員が必要であり，それぞれの職能，必要とする

教育について考察する。更に，それぞれの専門職員によ

って遂行される役割について，具体的な項目がこの単元

で述べられ，実情に言及して，専門職の地位向上の諸問

題についてふれる。

　4．　資料の選択と組織

　メディア・プログラムをもっとも効果あらしめるため

には，（1）すぐれた質を備えた資料を選択し，（2）教員，

児童・生徒が，もっとも効率的に利用できるように，こ

れらの資料が組織され，利用のための準備がなされてい

なければならない。

　選択については，選択の基本方針，選択の手続きなど

について考察し，資料の組織及び利用のための準備につ

いては，メディア・センター内に収納されるもののみな

らず，校内全域に分散されている，あらゆる資料，機材

をも対象とし，更に，校外の地域社会の諸施設における

利用可能な対象との関連性についても考察する。

　5．各種メディアの比較研究

　学校教育の見地から，メディア・センターの基本的資

料として備えられるべきものの特性を比較し，教育目的，

教育レベル，予算に応じた適用性を考察する。図書，雑

誌，新聞，インフォーメーション・ファイル資料（パン

フレット，クリッピングその他），スライド・フィルム

ストリップ，　8ミリフィルム，16ミリフィルム，テープ

その他録音教材，絵画プリント，地球儀，地図，マイク

ロ資料，個別学習資料，模型，ビデオ・テープなどがと

りあげられる。

　6．　メディア・センターの施設，設備，機材

　図書のみの学校図書館と異なり，多種多様な資料，機

材の収納と利用スペースについて，これまで以上の専門

的考察を必要とする。センターの位置，入口，貸出し，

読書，ブラウジング，試聴写，個別的学習，ストーリー

テリング，参考調査，会議，グループ活動，管理運営，

事務，修理，製作，機材格納，書庫，教授用資料，準備

室，放送室，録音室など各種機能に応ずるスペースの配

分，相互関係の考察，また各種映写機材，録音・放送機

材，複写機などの特性及び適用性について考察する。

　7．　メディア・システムについて

　従来の地域的なフィルム・ライブラリーあるいは学校

図書館センターに代って，当然，地域におけるメディ

ア・センターの構想が考えられる。特に，各学校による

メディアの収集には，予算面からの限界があり，多額の

経費を要する資料や機材については，地域システムによ

る経費の節約，同種資料や機材の重複購入を避け，地域

全体として利用しうるメディアの幅をふやすなど，シス

テムの利点，可能性について考察する。

　8．　現状の分析と将来の展望

　日本の学校教育の現状を世界の趨勢と比較し，学校教

育の根本命題にふれながら，メディア・センター発展の
可能性について考察する。各国の学校図書館法，メディ

ア・プログラム基準と，日本のそれらとを比較研究し，
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問題の本質を具体的に究明する。

　D．問　題　点

　教職を同時に履修し，将来の司書教諭，ひいては，メ

ディア・スペシャリストを志すものに履修を限定するほ

うが教育の効果をあげうるが，現状では，それ以外の履

修希望者も含めざるをえない。

　若干の例外を除き，メディア・センターのすぐれた実

例が少ないため，理論的考察を裏づけることが困難であ

り，学生の態度が現状㊧批判にかたよる傾向がでる。

　チャレンジを感じさせるために，学生が実習できる実

験校的なモデルがぜひ必要と思われる。　（渡辺茂男）

VII．情報システム管理V（児童図書館）

　A．アプローチについては前々項V。A参照

　B．目　的

　今日の公共図書館活動の中で，もっともめざましい働

らきを示し，利用者から感謝され，その意義を社会的に

高く評価されているのが，児童に対する奉仕活動である。

児童の教育に強い関心を示す社会的通念の中で，児童図

書館活動の意義は早くから認められながらも，一部先覚

者の個人的努力を除いて，近年まで具体的な発達を見な

かったのは，多分に公立図書館自体に内在する児童に対

する奉仕活動に対する軽視の風潮にあった。しかしなが

ら，子ども時代の読書の価値を重く見る人びとのボラン

タリーな努力により，家庭文庫，地域文庫にはじまる，

子どもをめぐる読書運動の急激な高まりにより，ようや

く公立図書館も，児童奉仕を積極的に前面に打ち出すよ

うになり，社会的な期待と要求とあいまって，公共図書

館活動即児童図書館活動と見まごうほどの現象を呈する

ようになった。東京都の図書館構想はもとより，各自治

体の施策の中にも，児童図書館は優先的な位置を占める

ようになり，ここでもまた，専門教育を受けた有能な児

童図書館員が，活動の質を左右する決定的な要員として

期待されるようになった。

　この科目は，児童図書資料（「資料論V」）と併設され

たものであり，「資料論V」において，児童図書資料の

基礎的知識及び児童の読書に関する理解を修得すること

を前提として，児童に対する図書館活動の基本を取り扱

う。管理，運営の側面も含まれるが，活動に重点がおか

れる。

　C．コース概要

　1．序論，児童図書館の使命

　情報化社会においては，生涯教育のために学校教育と

社会教育が両輪となすものであり，そのために学校図書

館あるいはメディア・センターが教育課程の展開のため

に必須のものであると同様，児童図書館が，子ども時代

の自由な知的活動の源として必須のものであることを強

調する。そのために，次のような児童図書館の使命を，

的確に把握させる。

　子ども時代にもっともふさわしい表現で著わされた，

人類の知識と経験と意見のすべてに，子ども達がふれる

機会を与える。そのために，蔵書は，幅広く，変化に富

ませ，子ども達が，容易に，しかも，たのしく利用でき

るようにする。

　とどまることなく広がりつづげる知識を，自由の精神

と，あくなき探求心で，子ども達が選ぶことができるよ

うに指導すること。

　自主的な，個人的な営みとしての読書の喜びを，頒ち

合い，広げ育てること。

　公共図書館を利用して，生涯，自己教育をつづけるよ

うに励ますこと。

　子ども達が，自己の才能や社会についての理解力を，

子ども達それぞれの能力の限界までのばすように助力す

ること。

　地域社会の社会的力の・一つとなり，奉仕すること。

　2．管理・運営

　「知的自由の原則から，児童といえども，図書館の全

資料を利用する権利を与えられるべきである。」とする

のが，もっとも新しい考え方であるが，経験的且現実的

には，13才までの年令を児童の範疇として，図書館活

動が部門化され組織化されて）・る。

　この単元においては，図書館システムの児童部門責任

者，個別の図書館または分館の児童図書館員の権限，職

能，各種活動の責任範囲を明確にする。

　また，図書館システムの他の部門の担当者とのライン

及びスタッフの関係について考察する。

　3．児童室職員

　児童に対する図書館活動の質を左右するものは，児童

図書館員の質であり，この単元では，児童図書館員の適

性，研修，専門教育について考察し，地域社会の要求，

図書館の規模に応じた専門職員の人数，配置などについ

てふれる。

　4．活　動

　個人及び集団の児童に対する図書館活動は，児童図書

館の使命を明確に理解する限り，職員の見識と創造性に

より，非常にバラエティーに富んだ魅力的なものになり

一　290　一



Library　and　lnformation’　Science　No，　12　1974

うる。

　児童が，児童室の資料のみならず，図書館の全資料を，

特別の場合を除き，自由に利用できるような方策，ま

た，もっとも利用しやすい資料の組織，効率的な貸出し

方法について考察する。

　個別的な自主的な図書との結び付きが，児童図書館活

動のもっとも具体的な目的であり，そのための個別的な

読書相談，読書指導，とくに日常のフロアー・ワークそ

の他の児童とのふれあいの重要性を強調し，それらの技

術について考察する。この技術の中には，個々の図書の

紹介，ブラウジングのすすめ，参考調査の指導が含まれ

る。

　また，このような児童と図書との個人的な結び付きに

到達させる方法として，また，児童図書館を，たのしい

読書の場とするための，さまざまな集団活動の技術を，

理論と実際の両面から学ぶ。ストーリー・テリング，絵

太のプログラム，朗読，ブックトーク，ブックリスト，

展示，夏休み読書会，映画その他視聴覚資料の利用，ラ

ジオ・テレビ番組の利用などで，それぞれのプログラム

の準備，実際の技術，PR，対象，評価について学ぶ。

　また，学校図書館，児童館，博物館，公民館その他児

童福祉施設との協力についても考察する。

　身体障害児，長期療養児などに対する館外奉仕活動も，

重要なプログラムとして含まれる。

　5．資　料

　地域社会の児童のための図書その他の資料の専門家と

して児童図書館員は，広汎な知識を備えていることが要

求される。発達段階別及びジャンル別の児童図書に関す

る基礎知識は，「資料論V」で取り扱われるので，この

単元においては，児童室における蔵書構成，図書及び視

聴覚資料のバランス，資料の選択，収集，補充，複本，

廃棄など，資料構成の効果性と質的基準を保つための方

策，基本方針，規準などについて主として考察する。

　また，書誌，目録など選択の基本的トゥールについて

ふれる。

　6．施設・設備

　児童に対する図書館奉仕の理念の時代的推移が示すよ

うに，児童は公共図書館の主な利用者として遇され，公

共図書館の建物・施設が全体として成人同様児童の利用

に便利なように設計されるようになった。基本的には，

児童専用のスペースをもつと同時に，そのスペースが，

成人部門と直接連絡できる設計が理想的とされるように

なった。

　それと同時に，児童専用のスペースにおいては，前述

のバラエティーに富んだプログラムが展開されるよう

に，スペースの配分が考慮され，また，相談机，書架，

絵本架，雑誌架，バーチカル・ファイル，机，椅子，ベ

ンチその他の家具が，児童の体格，要求に適するように

設計，配置されなければならない。

　これらの諸問題を，この単元においては，実例の見学，

スライドなどを多く利用することにより，実際的に学習

する。

　D．問　題　点

　児童に対する図書館活動の要点は，半期2単位の授業

時間でほぼ過不足なくふれることができるが，ストーリ

ーテリング，絵本のプログラム，ブックトーク，展示，

ブックリストなど実習を要する単元は，別途の実習時間

を必要とする。従って理想的には，この科目は，実習的

要素を加味して，通年4単位が望ましい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（渡辺茂男）
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そ　の　他　の　科　目　群

1．図書館・情報学特殊

　A．概　要

　図書館・情報学科のカリキュラムを構成する科目の大

部分は，基礎科目群，資料系列科目群，資料組織系列科

目群，情報システム系列科目群のいずれかに分類される

が，そのどれにも属さない科目の一つとして，図書館・

情報学特殊がある。

　現在，この科目は3－4年次の学生が履修出来る2単

位の西面科目であり，その扱う主題によって「図書館・

情報学特殊A」から「同E」（以下「特殊A」，「特殊E」

のように略称する）までの5つに細分されている。

　当科目開設の目的は，基礎科目群を除く上記3系列の

必修および選択科目の履修で得た学習経験内容を基に，

特定的な専門テーマのもとに図書館・情報学の諸問題を

扱うことにある。したがってこの3系列に明確に分類し

得ないものを特殊とするわけではない。

　当学科には4年次の必修科目として，卒業論文の指導

を行なう「図書館・情報学演習」（以下「演習」と略記）

がある。当科目とこの「演習」との間の端的な差異は，

前者が内容に重点がおかれるのに対し，後者が問題に対

する発想法，解決法，評価法など内容よりも方法に重点

がおかれる点にある。

　当科目は，昭和36年度までで廃止された4年次の学

生を対象とする2単位の選択科目，「図書館学教育」の

代わりに昭和37年度に新設されたもので，当時は「図書

館学特殊」と呼称されていた。1）これらの科目の廃止と新

設の理由は次の2点である。

　1）　科目名の名称パターンを文学部の他専攻のものと

　　　一致させる。

　2）　図書館学教育だけでなく，必要に応じて随時図書

　　　館学に関する新たな特殊研究を行なえる道を開

　　　く。

　なお昭和42年度に修士課程が新設され，当学科の名

称が図書館・情報学科と変更された折に，当科目の名称

も「図書館・情報学特殊」と改められた。

　この科目も廃止科目と同様に4年次の学生を対象とす

る2単位の選択科目として発足した。昭和47年度にお

けるカリキュラムの改定により，必修科目および選択科

目に大幅な手直しが行なわれ，必修科目の数が削減され，

これと相まって科目履修の方法も変化し，3年次の学生

でも履修できる科目が多くなったが，当科目もこの年度

から3年次の学生の履修が可能となった。

　新設当時は図書館学教育を扱うものただ1つであった

が，上記2）の事項を反映して昭和40年度には図書館

建築および和漢古典資料の2つが加えられ，「図書館学

特殊A」，rB」，　rC」に細分された。この時点で以前は

後期のみであった科目が前期にも開講されるようにな

り，以後その形式が踏襲されている。昭和42年度には

「特殊D」として児童文学に関する科目が開設された。

昭和45年度には「特殊E」として新たに情報サービス

に関する科目が開設された。　なお「特殊E」は昭和47

年度以降は文献探索に関する問題を扱っている。さらに

昭和48年度以降「特殊A」のテーマが変更され，図書館

作業の評価に関する問題を扱っている。

　B．内容，授業方法

　上記で通覧した推移から明らかなように，当科目の数

およびそのテーマは固定的ではなく必要に応じて変更し

うる。これは他の科目群に属する科目が図書館・情報学

のいわば構成要素であるのに対し，この科目はそれらを

基にして組み立てられるものだからである。つまりその

時々の事情，すう勢を考慮して授業内容を考えられる柔

軟性を持っている。これは他の科目の科目内容が相互の

関連性などからなかなか変更しにくいことを考えれば当

科目の大きな特徴といえるであろう。

　授業内容およびその進め方はそれぞれの担当者の創意

に委ねられているが，一般的なアプロ　一一チとして次の2

点が考えられる。

1）

2）

資料系列科目群，資料組織系列科目群，情報シス

テム科目群のいずれかに属すテーマを，さらに深

く掘り下げて分析する。

図書館・情報学に関する特定テーマを，上記3系

列の種々な側面から分析する。

　図書館・情報学は，その性格から一般に講義内容には

知識と技能の両面が含まれる。上記3系列に属す科目で

は，強調の度合は異なろうともある程度両者のバランス
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が保たれる必要があるが，　「特殊」ではそのどちらかに

偏よることもありうる。

　昭和49年度に開講されている科目内容は次のようで

ある。

　1）　特殊A：図書館・情報センターにおける諸作業

　　　の評価を，図書館運営全般にわたる一般的評価か

　　　ら，特定の検索具についての比較調査についてま

　　　でを論ずる。

　2）　特殊B：図書館建築の歴史，図書館・情報セン

　　　ターの近代的サービスの理念，および工学的発展

　　　が施設設備におよぼした影響等を考察し，建築計

　　　画，レイアウトについて研究する。

　3）特殊C：和漢古典資料の特性を考察し，版本・

　　　写本の実物についての目録のとり方を実習する。

　4）　特殊D：古典，現代の代表的作品の例をとりあ

　　　げ，児童文学の系譜，児童文学の本質を論ずる。

　5）特殊E：文献探索を扱った主要な論文を材料と

　　　して，情報の収集・蓄積・検索・利用の相互関連

　　　を考察し，さらに文献探索において利用される二

　　　次資料について批判的検討を加える。2）

　現在の授業形態では，履修者各自がテーマに関連する

文献（主として英語文献）を読んで発表し，それに基づ

いて討論を行なったり，担当者が補足説明を行なったり

するのが通例である。当科目はいずれも履：痴者が10人内

外である場合が多いので，少人数授業の利点を生かす努

力がなされており，例えば調査・見学，あるいはセミナ

ーハウスでの合宿などが行な：われている。なおどの授業

でも，自分の勉強成果を各自が発表することに重点がお

かれている。

　当学科の演習は，現在4年次の学生のみに開講されて

いるため，学生が充分な予備知識なしに卒論テーマの選

択および卒論の作成を行なう場合が生じるが，それを補

なう役割を当科目に求め，卒論テーマの選択，および卒

論の作成過程において指針を与えることを意図する担当

者もいる。特に演習担当者と特殊担当者は同一でないの

で，特殊が扱かう領域で演習担当者がカバー出来ない問

題を卒論テーマとして選択した学生に対しては，内容的

にはその科目の担当者が卒論指導を行なうことになる。

　C．問　題　点

　考えられる問題としてまず演習との関連があげられ

る。つまり特殊を卒論テーマ決定と直接結びつけるべき

かどうかである。2科目以上特殊を履修することも許さ

しれている（取得しうる単位は2単位まで）ので，3年次で

いくつか履修すれば卒論テーマの選択に何らかの示唆を

得ることは可能である。しかし一方3年次学生の履修が

多い場合には，彼等の予備知識を考慮すると，科目内容

は限定せざるを得ず，特殊の意義が失なわれる恐れもあ

る。いずれにせよ演習との関連はもっと明確にする必要

があり，演習の開講時期の問題・（例えば演習を3年次の

後期から開始する）とも絡み合わせて検討されよう。

　特殊の開講は，現在充当できる教員数等の内部事情を

まず考慮して決定せざるを得ないため，その数も充分と

はいえない。しかし当科目で図書館・情報学における今

日のすう勢および将来に関する諸問題を扱うためには，

必要に応じて外部講師を招聰してさらに充実する必要が

ある。また現在開講期間は半年であるが，この適切さの

問題も合わせて考えるべきであろう。　（細野公男）

1）

2）

長沢雅男．“図書館・情報学の教育，”Librαry　and

informa．tion　science，　no．　10，　1972，　p．　4．

慶応義塾大学文学部．履修案内，昭和49年度．
p．　110－1．

II．図書館・情報学実習・演習・卒業論文

　A．図書館・情報学実習

　1．　目　的

　これまで述べられてきた各科目は，全体として図書

館・情報学の学習（授業）であり，これらは分節されて

科目系統図をなし，しかもその周辺部で選択の余地が多

くとれるようになっている。このようにフレキシブルに

分節されているカリキュラムの正に中途において一つの

結節点（node）として，現実の図書館・情報センタ・一に

おいて実習の体験を得ることは，各科目のもつ（もつべ

き）意味をより明確にするものであると期待している。

　2．実施時期と方法

　主として3年次の夏休みの初めに，2週間の実習を行

なう。実習先の選択は，学校側が予め指導者の有無，受

入条件（人数，時期）を確認して作成したリストから，

学生の希望（第3希望まで）を集めておこなう。希望が

重複して制限人数をこえる場合には面接の上調整する。

　実施時期については，大学・学校図書館では夏期休

暇，試験，短縮授業などのため，実習時期の調整，ある

いは学生不在のまま実施するなど，不都合が生じやすい

ので，毎年苦しんでいる。

　実習に先立って，その目的，意義，その他一般的な注

意を与え，さらに実習中の心得などを述べ，実習報告の
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提出を予告する。実施期問中に教員は分担して実習先を

訪問し，責任者，指導担当者へお礼かたがた懇談し，実

習状況を視察する。これらは次年度への参考とすること

がある。

　実習の評価は指導責任者から書面で求めているほか，

学生からも報告書を提出させている。なお，実習体験の

反省のために特別の会合は設けないが，演習または演習

合宿で随時開くことがある。

　実習は，卒業論文と併せて8単位として計算される

〔後述〕。

　3．　問　題　点

　従来実習は4年次で実施したが，就職試験期と完全に

一致してしまって，学生は心理的に最も不安な状態に陥

り，効果が激減することが明らかになったので，47年

度から2年がかりでこれを3年次に引下げることとし

た。従って，この両年次には3年生と4年生との混成で

あり，4年生に上記の徴候が顕著であった。この問題は

49年度から解消する予定である。

　実習先の機関はあらゆる点で互に相異し，一つとして

同一の、ものはないといってもよかろう。館種別，規模

別，設置主体別，地位，サービスの種類など，まさに千

差万別である。

　第1に，主題範囲について広狭の差がある。とくに大

学ゐ学部図書館，調査研究機関，専門図書館では，主題

領域が限定され，収集資料の種類のウェニトが変わり，

また要求が高度化する。

　第2に，規模の大きさは，蔵書，予算，’人員のすべて

の点で大約1000倍のひらきがあると思われる。

　第3に，資料の種別が問題になる。図書を主とする大

学（中央）図書館や公共図書館に比べて，逐次刊行物，

政府刊行物1レポート，特許等を主とする研究図書館で

は，すべての作業も従って変わってくる。この点は従来

の図書館学の弱点とするところでもあり，十分な対策が

必要である。

　第4に，何にもまし：て大きな相異点ば，利用者層にあ

るといってよかろう。このことは立地条件，施設設備，

サニヒス，1職員の配置，開館白時などに大きな差となっ

ている。この見地からすれば，研究者のみを対象とする

研究図書館が最も小さい利用者層をもつといえよう。一

方，公共図書館は潜在的に最も大きな利用者層をもつば

かりでなく，とくに実習期間には児童の来訪が激増する

点でも対照的である。

　このような変化を“変化”として受けとめ，基層を基

層として認識することが，図書館・情報学の役割である

が，果して学生がどのように受取っているかを体系的に

調査し，図書館・情報学教育にフィードバックしなけれ

ばならないであろう。

　なお，’外国では入学前の在職経験を要求するところ

（英国）もあり，在学中の実習期間がはるかに長いとこ

ろ（スエーデンでは10週間）もある。英国ではさらに，

卒業後（試験合格後）．の在職をも司書資格の要件として

いる。このような例とくらべると，現状の2週間は，ブ

ロフェヅショナル教育としては基準にほど遠いかもしれ

ないが，わが国の教育体制では，実現は容易ではないよ

うである。

　B．演　習

　1．　目　的

　“下記のテーマを選んで，その調査研究方法，情報資

料の収集，分析，利用等を解明しつつ，セミナー方式で

討議をすすめる。少数のグループ1と分けて，卒業論文作

成の指導を行なう”。1）

（A）

（B）

（C）

（D）

（E）

（　F）

（G）

（H）

　すなわち，

次の学生のみが履修することができ，少数グループによ

る討議と個人指導により，集約的な教育効果を期待して

いるのである。

　2．実施方法

　1）　準備段階：テーマの選択とゼミの選択は学生の

自由意志によることとしている。まず3年次の終りに，

説明会をもち，卒論題目，要旨と演習担当者名とを書い

た希望票をとり集める。専任教員の全員が分担するが，

希望が余りにも偏在することは，指導効果の点で差支え

るので，なるべく豆本化するよう，若干の調整を加える

ことがある。この場合は，選択科目との関連，動機，就

職の方向など，面接によって確認し，納得つくで変更す

ることもあり得る。テーマによっては，2名の教員の共

同指導を必要とすることもあるが，形式上ぽ1名を主査

としている。

　2）初期段階：4月中は共通のインストラクション

図書館・情報システム

ー般・公共図書館

児童図書

学術研究情報

科学技術情報

情報サ・一・…ビス（48年度休講）

情報の変換と蓄積

情報検索システムの評価

　　この科目は卒論作成指導のために，最終年
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のため，3回程度，合同で演習する。ここでは，各ゼミ

の特色の説明と実例を教員全員で述べ，次いで，極めて

大まかであるが，卒論作成のスケジューリングのやり方，

資料の集め方，書き方の講義が行なわれる。同時に“執

筆要領”を配布する。

　各ゼミに分かれての授業は，各学生のテーマの平均的

な関心について，或は講義，或は学生の発表とディスカ

ッションの形で進められる。また，次第に方向づけ，意

識の高まりがあった時点で，先に提出した論題および要

旨の改訂版を提出させ，この際，作成計画も添付するこ

とになっている。

　一方，教員側では，全員で論題リストを総合的に検討

し，担当者外からの意見も入れて，論題の再修正の示

唆，特定テーマに対する協力方法などを議する。

　3）演習合宿：　9月上旬に2泊3日の合宿を行なう6

これはスケジューリングの確認，個別指導の徹底のみな

らず，積極的にグループ問の知識・体験の交換，あるい

はインターディシプリナリーな問題の合同討議などを目

的としている。とくに48年度は卒業生を招待してディ

スカショソのモデレーターなどをお願いし，フレヅシュ

な刺激が得られた。

　なお，形式的には，後期では個人指導を主とし，また

卒論提出後はこの科目の本来の目的が消滅するので，’合

宿はそれに見合う時間数となっている。

　3．問　題　点

　1）昨年から，3年生のゼミ履修（または参加）が希

望されている。文学部の他専攻，あるいは他学部では3

年からの2か年履修を制度とするところも少くないこと

が，ひとつの動機となっているとも思われる。しかし，

こめ「演習」は47年度から開講されたものであり，一

応の効果を確認するには時期尚早の感があり，また，大

学院博士課程をもたないために，指導能力に不安があ

る。しかし，長期的な：課題として，今後とも考察したい。

　C．卒業論文
　卒業論文は卒業試験に代わるものとして，図書館・情

報学実習と合わせて8単位とされている。すなわち，専

門科目72単位にプラス8単位として要求されるわけで

ある。

　1．　目　的

　卒業論文は，その結果よりも，むしろその作成過程に

重点があるといってもよかろう。より具体的には，図書

館・情報学の領域内の適当なテーマを選び，学習した知

識を総合して一つの矛盾のない論文を作成することによ

って“総合”の訓練を行なうこと，さらに，一論文形式に

ついても強度の習練をすることが目的とされているので

ある。

　大学院の，とくに博士課程では，図書館・情報学に対

する新しい寄与を求めるのに比して，学部課程では，大

きい目でみて一つの習作と考えられる。それ故，極端な

例として，前年度（以前）の卒論と同じテ・一一　7であり，

殆ど同一のアプローチをとっても，それだけの理由から

これを無価値とはせず，上記の趣旨から，その作成過程，

論述の無矛盾性が認められ，その学生の努力の成果であ

るならば，十分評価されるわけである。

　考え方によっては，あるいは論文形式の修練の方にウ

ェートをかけることもできる。一般に受験勉強の影響か

らか，記述・論文の経験が不足し，せいぜい2～3枚の

レポート程度じか書いたことがないものにとっては，卒

論の‘1枚数’1が恐怖のマトであるらしい。すなわち，技

術（アート）としての論文作成を身につけることは，大

きな生長の区切りであり，このアートは将来いかなる職

業についても有用かつ必要なものとなるであろうと確信

する。

　2．実施方法
　1）　テーマの設定：　これまでの経験から，一般に学生

はいわゆるカッコのよいテーマを選ぶ傾向がある。とこ

ろが，余程自主的な勉強をした学生でない限り，これは

テーマが広すぎて，アプロ　一一チが複雑になり，従って文

献も多すぎて，これを取捨することができず，結局まと

まらなくなる。あるいはこれと逆に，わが国の実情から

かけ離れて，日本語文献も，実態もないために，手がか

りが見出せないこともある。それ故，概して，早めにテ

ーマを適当にしばり，同時にその方法論のメドをつける

ことが毎年必要となる。

　2）　方法の選択：方法論としては一般的にいえば理

論的，調査的，および実験的アプローチがある。このそ

れぞれに，程度の差はあれ，文献探索が伴う。図書館・

情報学の固有領域において“文献学的”方法が妥当する

か否か，かなり疑義がある。

　理論的アブP一チは学部学生にとっては困難と思わ

れ，まず推賞しがたい。

　一方，実験的方法は“人間”因子を明確にとらえるこ

との困難が原因となって，実験計画の基盤が甘くなるお

それが多い。また，設備，機器を要するものは必らずし

もこれが利用できないうらみがある。

　このような事情から，卒論の方法論としてはどうして
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も文献批判あるいは実態調査的なアプロ　一一チに集中しや

すい。文献批判といっても，探索を優先し，明確な探索

方略，探索結果の整序があってはじめて批判，ディスカ

ヅションに入れるわけである。探索は，図書館・情報学

の中心的手法であり，これを同じ領域に適用するわけで

あるから，学生の能力からみて，量的に過大なことは要

求せず，適切に枠組を考えて，質的にカッチリしたもの

を実行することが望ましい。

　形式的にいえば，外国語の読解能力は極めて貧弱であ

り，しかも日本語文献が乏しいために，探索の困難より

も批判力の不足が痛感される。

　調査は社会調査あるいはシステム工学の領域に属する

手法が多用されるはずであるが，図書館・情報学への適

用例が日本語で利用できないことが多く，従って，限ら

れた方法しか卒論で利用されていないのは残念である。

　しかし，文献批判および調査的方法によるものは，あ

る程度学生の努力に比例した卒論となるので，比較的安

心して見ていられる。またその結果が予期以上の成果を

あげている例もある。

　3）　スケジi　一一リング：卒論作成に当ってテーマの

設定，方法論の選択，文献の調査は初期の段階で早めに

フィードバックして，実行可能なスタート台に立たなけ

ればならない。この段階を含め，中間期としての資料集

め，中間後期の資料整理と批判，を経て執筆の段階に入

るスケジプールは可及的に詳細であることが必要であ

る。

　このそれぞれの段階の手間，即ち時間，の配分を適切

に定めておかないと，いわゆる追い込みがきかない部分

が多いので，パニックに近い状態になるおそれがある。

極めて都合の悪い条件として，7－8月の夏休みがあり，

さらに夏休みの初めに就職試験と，従来は実習があった。

　夏休みは，これを有効に使えば，最もブリ・一な時期で

あり，とくに資料集めには有利なはずである。そのため

には，夏休み前にテーマと方法論の設定がほぼ完全でな

ければならない。

　視点をかえると，一般に手間の見積りが甘すぎる傾向

があり，そのためスケジューリングが後半の追い込み効

果を過大に見込んで，前半をスローペースですごすもの

が多い。これは特に戒めなければならない。

　4）　資料集め：初期段階で，該当文献が多すぎ，ある

いは少すぎる場合には，テー一・7に修正を要することは上

に述べた。

　テー一　7設定後は，その性格，方法論に従って：

（a）

（b）

（c）

（d）

（e）

文献探索・複写

非定型資料の収集（サンプル等）

該当機関の訪問

専門家からの聞込み

撮影・録音

などによりまず資料を収集しな：ければならない。ここで

注意しなければならないことは，収集の手順を予め定め

るばかりでなく，その実行の記録もまた資料になるとい

うことである。なお，記録作りの手法として，カード方

式，その他，効果と慣れの点から定めて組織的に実行

し，整理ヘスムースにつながるようにしなければならな

い。

　5）資料の整理：これは正にドキュメンテーション

そのものである。一旦整理してみて，枠組からはずれる

不要の資料，不足するもの，補足すべき部分などが次第

に明らかになろう。ある程度の資料から，帰納される結

論もあろうし，相矛盾して考えこむ場合もあるであろう。

　6）　起稿：卒論のように比較的息の長い，しかも論

理的な文章を構成することは，おそらく誰にとっても初

めての経験であろうから，早めに下書を書くことが必要

である。また，引用，図表，付属資料などの具体的な問

題があり，用語用字および術語についても心を配らなけ

ればならない。

　7）　提出，審査：12月下旬が提出期間である。提出

期限を過ぎるものは受理しない。論文は指導教員のほか

に少くとも1名が審査し，所定の評価票に基いて分析的

にチェックし，最後に総合的コメントをつけて評点を

与える。審査は独立に行われるから，必らずしも一致し

ない場合もある。

　次いで全教員のパネルが学生と面接して，作成の意図，

自己評価を聞き，疑義の解明を求める。また実習の評価

票について結果を伝える。この直後に審査会として最終

評価をする。

　卒業論文は学習過程の一一環であるので，原則的に非公

開とする。

　3．問　題　点

　卒業論文の制度自体はここでは論じないこととする。

現行カリキュラムの枠内で問題とされた点は次のとおり

である。

　1）図書館・情報学の範囲について：図書館学と情

報学とを切離し，情報学を独走させると，メタサイエン

スとしての情報科学からかなりハP・・一一ドな情報工学まで，

大へん広く，ややとりとめのない発散的な未踏の領域に
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まで踏みこんでしまい，カリキュラムとの関連が全くな

くなってしまう。それ故図書館・情報学をかなり集約的

に明確にしなければならないと解釈している。具体的に

は，カリキュラムと直接関連のある範囲ということにな

る。

　2）　実習との関連：前述の如く形式的には合わせて

8単位として評価するが，実習は実習，卒論は卒論とし

て，それぞれを学習過程における一つの経験単位とみて

いる。実習先が専門図書館であり，卒論が公共図書館で

あっても全く差支えないものとしている。ただし，評価

のウェートは卒論の方を大きくしている。

　私見ではあるが，卒論のタネ取りのための実習という

考えは，却ってアブハチとらずに終っている例が多い。

実習先で予定した研修プログラムを乱すことになるの

で，むしろ，実習をきっかけにとどめて，あらためて卒

論のための調査を行う方がよいと考えられる。

　3）　小論文の必要性：卒論は学生にとっては生まれ

てはじめての大きな仕事である。その一つの因子である

文献探素などは，すでに学習してきている。これに比し

て，ロジカルな構成をもつ長い文章の作法は，全く習っ

ていないといってよい。在学の最終期に一挙にこれを実

行することは，決して最適の経過とはいいがたい。これ

を，心理的・技術的格差感を解消するためには，2－3年

次にも，小論文を習練する機会を持つ方がよいことは明

らかである。問題はその実行方法，とくに教員の負担増

加の点にあるであろう。

　4）　多様化：“論文”形式以外の様式として，重要文

献の翻訳，本格的な書誌の作成，あるいはプPグラミン

グなどを受入れるかという問題がある。また独立または

論文の付録として視聴覚資料の作成というメディアの多

様化も将来問題として考えられよう。しかし，現状では，

論文形式の習練に相当の意義を認めて，この方式を原則

としてきているのである。　　　　　　　（小林　絆）

1）　慶鷹義塾大学文学部図書館・情報学科・要覧・昭
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